
長浜バイオ大学と地域の連携のあり方に関する懇話会の進め方について

【課題を解決する変革のプラン】

包括的改革の検討等

【地域と大学の連携の現状】

・産業連携の状況

・地域内の就職者数、入学者数の状況

・入学者定員の推移

・地域内での大学の存在感

・・・等

【地域と大学に求める姿】

（例）

・学生に魅力のある大学

・産業の担い手を創出

・大学のシーズを活かした、地
域内イノベーションの創出

・地域社会を活性化する多様な
人材の集積

当初の懇話会での
検討範囲 懇話会の進め方

〇当懇話会は、長浜バイオ大学から「包括的改革」の提案を
受けたことを契機に、地域と大学の連携による地方創生の実
現に向け、より良い連携の形を探るため、関係団体の方々か
らご意見をいただき、課題を明らかにすることを目的として
います。

〇開学から約20年が経過したなかで、まず、地域と大学のあ
り方について【現状】と【求める姿】についてご意見をいた
だきます。

〇地域における大学のあり方だけを整理するのではなく、大
学の機能を最大化させるための地域のあり方についてもご意
見をいただきます。

〇懇話会の内容等を踏まえ、地域と大学のあり方の【現状】
と【求める姿】を整理し、課題を設定したうえで、【求める
姿】に近づくための【変革のプラン】について検討を開始し
ます。

〇大学公立化は地域と大学の【求める姿】を実現するための
【手法の一つ】であり、当懇話会は公立化の是非を議論する
ためのものではありません。

この差を明確にした
上で、解決すべき
「課題」を整理しま
す。


